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あらまし 本報告ではＷｅｂコンテンツを用いて訃報を伝える映像（訃報映像）を自動編集する際の画像選択方法を

検討する．訃報映像は，幼少期，功績，私生活の 3部で編成する．各部に関する重要な事象を表すキーフレーズをオ

ンライン百科事典Wikipediaから抽出し，故人に関連する重要な事象に対応する画像を画像検索エンジンを用いて取

得する．取得した画像について，その内容を表す Visual Conceptに着目し，キーフレーズに関する一般的な Visual

Conceptと一致度が高いものを選ぶことで，故人に関する重要な事象を視覚的によく表現した画像を選択する．
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Abstract In this report, we propose an image selection method for automatic authoring of video obituary using

Web contents. An obituary video is composed of three parts: childhood, profession, and personal life. We extract

keyphrases on important events for each of these parts from the online encyclopedia Wikipedia, and then retrieve

images from an image search engine that correspond with the important events of the deceased. Focusing on the

Visual Concepts of the obtained images, by selecting images that share the same Visual Concepts that represent

the keyphrases in general, we select images that visually represent the important events of the deceased well.
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1. は じ め に

著名人が死亡すると新聞記事やニュース映像など様々な媒体

を通して訃報が伝えられる．その多くは，その人物の生前の功

績や様子と共に伝えられる．本研究では訃報を伝える映像を

「訃報映像」と呼ぶ．訃報映像は視聴者に対し，故人に関する

視聴覚的な情報を伝えられる．

　近年，インターネット上の様々な媒体から情報を得ることが

できる．文字媒体ならばWikipediaのようなオンライン百科事

典から，映像や音声ならばYoutubeなどの映像共有サービスや

画像検索エンジンから必要な情報を容易に得られる．これらの

Webコンテンツは，一般ユーザが盛んに投稿することで，莫大

な量の情報が日々寄せられているため，著名な人物が関わった

出来事について，広範かつ最新の情報が得られる．しかし，大

量の情報からある人物に関係する出来事を網羅的に抽出して編

集するのは大変な作業である．そこで我々は，Web上のコンテ

ンツから故人に関連する出来事を抽出し，訃報映像として必要

な内容のものを選別することで，自動編集を行うことを目指し

ている．本報告は，そのために必要な画像の選択方法について

検討する．
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図 1 訃報映像生成の処理手順

2. 提 案 手 法

提案手法の処理手順を図 1に示す．訃報映像は故人の人生を

要約したものであり，幼少期，功績，私生活の 3 部で編成す

る．始めに故人に関する特徴的な事象を表現したキーフレーズ

をオンライン百科事典Wikipedia（注1）とその内容を構造化した

データベース DBpedia [1]（注2）から抽出する．次に，このキー

フレーズをもとに画像検索をする．一般に画像検索で画像を収

集する場合，上位の画像ほどクエリと一致していると考えられ

る [2]が，クエリと視覚的な内容が一致しない画像が現れるこ

ともある．そこで Visual Concept [3]を用いて画像の視覚的な

内容を分析し，キーフレーズの内容と最も一致するものを選択

する．最後に，取得した画像に対応するキーフレーズをテロッ

プとして付与し，スライドショーの形式で映像化する．

2. 1 キーフレーズの抽出

DBpediaはWikipediaよりも情報を抽出しやすいため，こ

れから生年月日，職業，出生地など定型的な情報を抽出する．

しかし，功績や私生活に関する情報の分類や構造化は不完全で

あるためそれらについては，Wikipediaから直接抽出する．

　Wikipediaでは，執筆者は強調したい語句をアポストロフィ

などを用いたWiki固有の記法により強調する．また文章中か

ら張られるリンクのアンカテキストは固有名詞や重要な語句で

あることが多い．そこでこれらの語句をキーフレーズとして抽

出する．一般にWikipedia 冒頭の概要では，その人物の特徴

が簡潔にまとめられているため，概要内のキーフレーズを利用

する．しかし，概要には功績と私生活の内容が混在して記述さ

れているため，それぞれに該当するキーフレーズを分類する必

要がある．そこで，Wikipedia記事中の見出しに対してテンプ

レートマッチングを適用する．このとき，予め功績と私生活に

関連ある語句を含む表現をテンプレートとしてそれぞれ用意し

ておき，それらと一致した見出しがあれば，その内容は功績と

私生活のいずれかに関係のする内容として分類する．分類され

たそれぞれの内容の中に表れるキーフレーズと，概要文章内の

キーフレーズとを比較し，一致するものを取得することで功績

と私生活のキーフレーズを分類する．

2. 2 画像の選択

キーフレーズをクエリとした画像検索で得られる画像の中か

ら，その視覚的な内容がキーフレーズの内容と一致したもの

を選択したい．まずキーフレーズのみをクエリとして画像検

索を行い，得られた画像から Visual Conceptを抽出する．得

（注1）：https://en.wikipedia.org/wiki

（注2）：http://dbpedia.org/sparql
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図 2 実験結果：Albert Einstein より抜粋．

（上段：画像選択なし, 下段：画像選択あり）

られた Visual Conceptは，そのキーフレーズに関する一般的

な Visual Conceptとみなす．次に，人物名とキーフレーズの

両方をクエリとして再び画像検索を行い，検索された画像から

Visual Conceptを抽出する．これを先ほど得た一般的なVisual

Conceptと比較し，最も一致する画像を抽出する．このように

して，故人に関するそのキーフレーズが表す事象の典型的な画

像を選択する．ここで Visual Conceptの語彙のみでは画像内

容を表現しきれないため，Word2Vec [4]を用いて，各 Visual

Conceptの名称と共起確率が高い語句を用いて語彙を拡張する．

具体的には，キーフレーズに関する一般的な Visual Concept

の共起語句と，人物名とキーフレーズから得た画像の Visual

Conceptの共起語句のうち，一致するものがあれば，その語句

の共起確率と Visual Conceptの尤度を乗算して累積する．最

終的に，キーフレーズに最も一致する画像として選択する．

3. 実 験

提案手法により，著名な人物の訃報映像を生成した．ここで

は，bing画像検索エンジン（注3）から画像を収集し，上位 4枚

を利用した．Word2Vecの共起語句は，共起確率が 0.5以上の

ものを採用した．図 2に Albert Einsteinの訃報映像に用いた

画像の一部を示す．画像選択により，より故人に関する視覚的

情報が多く含まれる画像が得られたことが分かる．

4. む す び

本報告ではWeb上のコンテンツを用いた訃報映像の自動生

成における画像選択方法について検討した．提案手法では画像

を選択する際に Visual Conceptを用いたが，語彙にないもの

は検出できない．今後は語彙にない Visual Conceptに対して

も，より適した画像を選択する手法へと拡張したい．
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